
施策評価（令和８年度）

 担当課名

 評価確定日

１　施策（目指す姿）のねらい（施策の目的）

２　施策の状況

２－１　成果指標の状況及び定量的評価

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

　※　指標の判定基準

4 点 × 0 個 ＝ 0 点 1 点 × 1 個 ＝ 1 点

3 点 × 0 個 ＝ 0 点 0 点 × 2 個 ＝ 0 点

2 点 × 0 個 ＝ 0 点

合計 1 点 ÷ 3 ＝

　※　成果指標において実績値が未判明となった指標がある場合には、それを除いて平均点を算出する。

（様式２）

施策評価調書

 戦略３　観光・交流戦略

 目指す姿４　活気あふれる「スポーツ立県あきた」の実現

 幹事部局名 観光文化スポーツ部 スポーツ振興課

 評価者 観光文化スポーツ部長 令和８年７月31日

67.0 68.0 69.0 70.0 

50.5 58.5 51.1 47.5 49.3 48.5 

出典：秋田県スポーツ推進委員協議会「全
県体力テスト・スポーツ実態調査」 76.3% 69.9% 71.4% 69.3%

140.0 160.0 180.0 200.0 

81.5 － 214.5 146.0 132.5 127.5 

出典：（公財）秋田県スポーツ協会調べ 153.2% 91.3% 73.6% 63.8%

900 1,200 1,400 1,500 

－ － 1,430 1,686 1,739 1,144 

出典：県調べ 158.9% 140.5% 124.2% 76.3%

定量的評価結果 計算式

個（判明済み指標） 0.33

　スポーツ参画を促進する“Sport in Life" の考え方を踏まえ、スポーツを行うことが生活習慣の一部となることによ
り、スポーツを通じて地域に活力とにぎわいがもたらされ、全ての県民が幸福で豊かな生活を営む元気な秋田の実現を目
指します。

施策の方向性、指標名（単位） 年度
2019
(Ｒ元)

2020
(Ｒ２)

2022
(Ｒ４)

2023
(Ｒ５)

2024
(Ｒ６)

2025
(Ｒ７)

直近の
達成率

配点 備考

①

【施策の方向性①、③、④】

成人の週１回以上のスポーツ実
施率（％） 69.3% 0

②

【施策の方向性③、④】

国スポにおける少年種別の獲得
得点（点） 63.8% 0

③

【施策の方向性②】

スポーツ合宿等による延べ宿泊
者数（人泊） 76.3% 1

　　　　4点：　達成率≧100％　　3点：　100％＞達成率≧90％　　2点：　90％＞達成率≧80％
　　　　1点：　80％＞達成率≧70％　　0点：　70％＞達成率　　　 n：　実績値が未判明

0.33
（ ｅ 相当）

　※　定量的評価の判定基準　
　　　　ａ相当：平均点が3.6点以上　　ｂ相当：平均点が3.2点以上3.6点未満　　ｃ相当：平均点が2.8点以上3.2点未満　
　　　　ｄ相当：平均点が2.4点以上2.8点未満　　ｅ相当：平均点が2.4点未満

1／4



２－３　主な取組状況とその成果

　【施策の方向性①　ライフステージに応じた多様なスポーツ活動の促進】

・

　【施策の方向性②　スポーツを通じた地域づくりと交流人口・関係人口の拡大】

・

・

　【施策の方向性③　全国・世界で活躍できるアスリートの発掘と育成・強化】

・

・

・

　【施策の方向性④　スポーツ活動を支える人材の育成と環境の整備】

・

・

３　総合評価と評価理由

指導者派遣による健康教室等の開催により、多くの県民にスポーツ活動を実践する場を提供した（45回）。

総合評価 評価理由

【定性的評価として考慮した点】

・ 幅広い世代がいつでも多種のスポーツを行うことができる地域住民のための総合型地域スポーツクラブ（全県66ク
ラブ）の自立的な運営を支援するため、県広域スポーツセンターのクラブアドバイザー等が38クラブを訪問（計47
回）し、実施種目や指導者確保等に関する助言をしたほか、市町村訪問（計９回）により、他クラブや行政との連
携方法について協議した。

スポーツ大会・イベント支援事業により、「世界少年野球大会」や「天皇賜杯全国軟式野球大会」のほか７件の開
催支援を行い、スポーツを契機とした県外からの誘客を図った。

冬季のスポーツ活性化推進事業により、新たな冬季スポーツイベントとして「スカイスノーランニング」の開催支
援を行い、冬季スポーツ実施率の向上や地域活性化を図った。

将来有望なアスリートを発掘・育成するためのタレント発掘事業のオーディションにより、６名を第17期候補生と
して認定した。また、アスリートの育成・強化を図るため、競技団体が実施する選手強化対策を支援した（延べ41
競技団体48種目）。

ジュニア期からの一貫指導体制を構築するため、教育庁・県スポーツ協会と連携し、「チームＡＫＩＴＡ強化育成
システム」において、10競技団体を指定して競技団体が主体となった競技力向上を支援した。これにより、令和７
年度は、滋賀国スポ少年種別において、ローイング競技少年女子の部で優勝したほか、レスリング、陸上競技等で
入賞した。冬季国スポにおいては、スキー競技、少年女子クロスカントリーで優勝したほか、アルペン競技やス
ケート競技でも入賞を果たした。

県スポーツ協会内の秋田トップアスリート無料職業紹介所において、県内に就職し競技を続けたいアスリートと企
業等とのマッチングサポートを行い、８名のアスリートが県内企業に採用された。

指導者育成のための研修会を県北・中央・県南地区で各３回開催（計９回）したほか、スポーツ科学センターが認
定した元気アップ運動認定指導者を含む指導人材のスキル向上を目的とした研修会を11回実施した。

県有スポーツ施設において、利用者の安全安心な運営を確保するとともに、各種競技大会等を円滑に開催できるよ
う、県立野球場のスコアボード更新をはじめ、県立プールや能代山本スポーツリゾートセンター等において必要な
整備や修繕を行った。また、新県立体育館の令和10年秋の開館に向け、「新県立体育館整備・運営事業」のＰＦＩ
事業契約を締結し、設計業務を進めるとともに、造成工事を開始した。

　成果指標の達成率を基にした定量的評価は0.33で「ｅ相当」であることから、総合評価は「ｅ」と
する。

・ｅ
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４　県民意識調査の結果

　肯定的意見

　ふつう

　否定的意見

　わからない・無回答

参考：2026（Ｒ８）年度県民意識調査の結果

　わからない・無回答

質問文 スポーツを通じて地域に活力とにぎわいがもたらされている。

21.4% 17.9% 16.2%

　十分 （５点） 3.5% 2.1% 2.3%

　おおむね十分 （４点） 17.9% 15.8% 13.9%

（３点） 45.5% 38.1% 38.3%

23.9% 35.9% 37.5%

　やや不十分 （２点） 16.0% 22.2% 25.0%

　不十分 （１点） 7.9% 13.7% 12.5%

9.1% 8.1% 8.0%

　平均点 2.92 2.68 2.66

　※端数処理の関係で満足度の割合の合計は100％にならないものもある。
　※2026（Ｒ８）年度は2025（Ｒ７）年度以前と質問内容が異なるため、結果は記載していない。

質問文 スポーツを通じて地域に誇りと賑わいがもたらされている

　５点 2.0%

　４点 14.3%

　３点 37.4%

　２点 25.9%

　１点 11.6%

8.8%

　平均点 2.66 

　※端数処理の関係で満足度の割合の合計は100％にならないものもある。
　※2026（Ｒ８）年度は2025（Ｒ７）年度以前と質問内容が異なるため、2025（Ｒ７）年度以前の結果は記載していない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年度
　満足度

2023
（Ｒ５）

2024
（Ｒ６）

2025
（Ｒ７）

2026
（Ｒ８）

前年度比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年度
　満足度

2023
（Ｒ５）

2024
（Ｒ６）

2025
（Ｒ７）

2026
（Ｒ８）

前年度比

満
足
度

満
足
度
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５　主な課題と今後の対応方針
施策の
方向性

６　政策評価委員会の意見

課題 今後の対応方針

① ○ 指標として設定している成人の週１回以上のスポー
ツ実施率について、働く世代や子育て世代の女性で
は「仕事や家事が忙しい」、「子どもに手がかか
る」との理由から低調に推移しており、４年連続で
目標を下回った。

○ これまで育成した認定指導員を活用するとともに、そのネッ
トワーク基盤を生かし、スポーツ実施率が低い働く世代や子
育て世代の女性を対象に、職場における運動教室の開催や、
デジタル技術を活用した家庭で手軽に実践できる運動プログ
ラムのＳＮＳ配信などにより、いつでも、どこでも、気軽に
運動ができる環境整備に取り組んでいく。

② ○

○

運営スタッフの高齢化が進み、ボランティアスタッ
フの確保が難しくなるなど、スポーツイベントの実
施に要する人材が不足している。

新県立体育館の整備を契機としたスポーツの普及促
進や賑わい創出が期待される一方、その賑わいを周
辺地域へ効果的に波及させるための体制構築が不足
している。

○

○

令和７年度にリニューアルした県のウェブサイト「秋田県ス
ポーツステーション」による県内スポーツ大会・イベント等
に関する情報のワンストップ化を図り、ボランティア希望者
に情報が届く仕組みを構築し、ボランティアマッチングの促
進による人材確保を図る。

新県立体育館の開館による賑わいを地域波及させていくた
め、商工団体等と連携し、意欲のある地域の事業者等が積極
的に事業展開に取り組むことができる体制を整備する。

④ ○

○

部活動地域展開の受け皿の一つとなり得る総合型地
域スポーツクラブにおいて、中学生に指導できる体
制が整っているクラブは少なく競技種目も限定的と
なっている。

県有スポーツ施設の老朽化が進行しており、突発的
な対応を求められる修繕等が増加している。

○

○

部活動の地域展開等に資するため、これまでのクラブの自立
運営に向けたマネジメント人材育成の成果を生かし、総合型
地域スポーツクラブの基盤強化に向けた支援の充実を図るな
ど、市町村やスポーツ関係団体等と連携して地域のスポーツ
環境を整備する。

安全安心な施設利用を確保するとともに、市町村施設との役
割分担や民間資金の活用を検討し、施設運営や大会開催に支
障がないよう計画的な修繕等を実施する。

自己評価「ｅ」をもって妥当とする。

③ ○

○

高校スポーツ指導者による重大な体罰事案が発生す
るなど、スポーツ活動における体罰等のハラスメン
トの再発防止に向けた取組が不足している。

国民スポーツ大会の天皇杯成績が低迷しているほ
か、少子化の進行による競技人口の減少や、有望選
手の県外進学などが、県内におけるアスリートの発
掘・育成・強化に影響している。

○

○

これまでも取り組んできたコンプライアンス研修の充実を図
るとともに、教育委員会、県スポーツ協会、市町村等と協力
し、未然防止・再発防止の周知徹底や相談体制の強化、競技
団体のカバナンスコードの遵守などにより、ハラスメントの
根絶に向けて取り組んでいく。

これまで２期６年の「チームＡＫＩＴＡ強化・育成システ
ム」の成果と課題を検証し、令和９年度からの第３期指定を
核として、競技力向上に向けたジュニア期の一貫指導体制の
充実を図るとともに、小中学生を対象とした「スポーツ能力
測定会・スポーツ体験会」の開催を通じ、スポーツを始める
きっかけづくりや、スポーツ少年団・運動部活動等の選択に
役立ててもらい、スポーツのすそ野拡大を図る。
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